





















































































毎日の売上 現 金 30…~I 白広旅砂金収入 18，oJi 
白山旅客乗降手数料収入 10，000 











H 三十 売上金勘定 6，000，000 白!苫旅客歩金収入 360，000 


















A日の支払 未払額の支払 272，000 現金又は預金 272，000 
(借方) (貸方)
I'l 















































売上金勘定 5，950.000 乗船切符 5.440.000 
(売上切符代振戻し) (PJIl入増個による lャ月分精算)


























A 港 B 港 C 港 D 港 E 港 合計
収 T-I'J fl'J T-I'J T-I'J fl'J T-I'J 
益
運 賃 1， 435 1， 435 1，435 1，435 1， 435 7，175 
発売歩金 60 60 60 60 60 300 
経
A手数料 30 30 30 30 30 150 
B手数料 20 20 20 20 20 100 
C手数料 15 15 15 15 15 75 
費
D手数料 10 10 10 10 10 50 
計 135 135 135 135 135 675 












発売歩 金 300 運 賃 7，175 
A 手数料 150 
B手数料 100 
C 料金 75 
























































A庖未収(~"!I'，n 1 00 I上級区間運賃(A白扱) 100 





































































































































































































































































1 H分運賃 90 
2月分運賃 5 
3月分運賃 51企 80 
代理広全体の前売についての傾向を，離島の海運代理屈に於ては年末，年
始の予約に関連した時期に多くて他の時期には少く，旅行代理屈に於ては，
夏の時期が多くて寒冷期には少いと仮定して，書類送達は 1ヶ月遅れの実態
と把握してクラフで表現すれば次のようになろう。
A. 全体的な前受運賃の残rH]傾向
貸
方
残
ス
貸
方
残
(
借
方
残
)
春から夏及び秋にかけて，旅行代理屈の前売発売が多ければ多い程，空
(から)の前受運賃から回収切符によって当月運賃分の前受運賃を引落すので
大きなマイナス額となる。年末・年始には旅行代理屈発売は少く，海運代理
屈(計算資料が当月分に間に合う)の計算がやや多く計上される傾向にあっ
て，貸方残・つまりプラスとなって残る率が高いと考えてよい。
ところが，年間の平均を，代理屈種別に観察すると，次のような傾向がみ
られる。
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B.代理庖種別にみる前受運賃の残高傾向
海運代理屈
貸
方
残
マ
イ
ナ
ス
貸
方
残
(
借
方
残
)
海運代理屈には当月の前売発売の資料を当月分計算締切日までに送達する
ょう強制規定できるので，殆どプラス残となろう。反対に大規模旅行代理屈
は 1ヶ月遅れのためマイナス残が確定的であり，小規模の旅行代理屈は，
部は当月計算に間に合うのもあるが 計算傾向としては大規模旅行代理庖に
準ずるものが多い。
さて，前受運賃の相手勘定は未収金(借方)である。
実質的な前受運賃はどのようになっているだろうか。
(イ)計算上の前受運賃
(ロ)実質的な前受運賃
(ィ)
C.実質的な入金の形で-みるときの前受運賃
海運代理屈
一一一一一一一一寸
(ィ)貸
方
残
一
マ
イ
ナ
ス
貸
方
残
勘定科目でし寸前受金は，現金・預金を以でする入金という実質的な営業
ここでは計算処理上の科目と
して「前受運賃」と L、う名称を用いているのであるが，前受運賃の実態はどう
であろうか。
収益の前払いされたものをL、う。であるから，
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1ヶ月単位の計算に於て，発券精算で送金する側にとっては，当月中に送
金することは殆どないといってよい。着券精算の場合には，これ以上に難し
く，絶対不可能事といってよい。従って，旅行代理屈分で実質的に船会社に
前受運賃として貸方残になるものは 1ヶ月遅れで送金する旅行代理屈の 2
ヶ月以上前払いの運賃(例えば 1月計算分で3月以降の乗船運賃)だけである。
ところが，海運代理屈に対しては 1ヶ月分の計算及び納金を10日分(旬)
又は15日分(半月分)に分割して行わしめることができる。納金成績の極め
て良好な海運代理屈分で 2ヶ月以上前払いの運賃だけは確実に前受運賃と
なるが，計算資料のみ送達し，納金の遅い海運代理屈分は，計算上，前受運
賃が貸方残であっても，未収金としては未納であり，実質的な現金・預金の
前受運賃は未達ということになる。つまり，船会社に計上された(貸方の)
前受運賃は計算的前受運賃のみである例が多いと考えられる。
従って，運賃不突合分で未精算のものを仮受運賃(仮称)とし，述べてき
た前受運賃と併せて コンビュータ入力・出力を考えると，次のようにー頁
にまとめて，その合算を未収金と考えることが出来ょう。
残高
この場合，原則的に仮受運賃は貸方残である。そして前受運賃は海運代理
屈を除いてA貸方残(=借方残)が多く 且つ全体として借方残の月が多い
と考えられる。これを海運業未収金と共に，代理屈毎に一覧するとき，その
代理庖の実質的な未収金の姿が把えられることになる。
次に，これをコンビュータ出力して貸借対照表に表現するとき， (差ヲ1)
合算したものを「海運業未収金」一本で行なうことを考えてみる。
つまり，代理屈別計算に於ては，海運業未収金・仮受運賃・前受運賃の 3
つにその計算内容に応じて分割し，且つ保存しながら，毎月末現在の貸借対
照表上には，仮受運賃と前受運賃とを海運業未収金の中に埋没させる方法で
ある。
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前売りの売上げが多いものを別にこれは船会社直営の切符発売所に於て，
すれば，計算建としては旅行代理屈分の前売発売を発生主義によってきちん
月末現在の貸借対照表上はA前受運賃を未収金とししかも，と未収計上し，
とその相手て把握することになり，現金・預金を伴わない前受運賃(貸方)
不とを同額に於て両辺から一時的に消す形となり，勘定たる未収金(借方)
その Totalを大突合運賃(仮受運賃)も当然のように未収金の中に包含し，
所・高所からみて未収金として把握するという，誠に都合のよい形となる。
これは，ものごとを大局的に把握する上での柔構造の一方法と考えてよい。
